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午前：厚生労働省
午後 環境省 問題点

学習と研究への意欲
現在の環境状態

研修の目的

午後：環境省

参加者： ４年 安達、藤井
３年 松本、庄、

服部、浦嶋

薬学修得者として

問題点

環境施策

広い視野国政の立場

薬学修得者として
環境問題に積極的に
取り組む姿勢

薬学の接点

薬学関係者の役割

1.国民の健康を守る
健康局健康増進、感染症対策、疾病・臓器移植対策、
衛生環境・水道の整備

2.医薬品の有効性・安全性を確保する 医薬食品局
薬事法に基づく規制(医薬品の製造・販売管理、有効性・安全性の確保)、

薬学関係者の役割
医薬品を扱う上では、薬学出身
者の存在が欠かせません。

更に、環境中有害物質の毒性
試験や検疫等、薬学分野が大き
く関わっています。以前から使用
されている化学物質の評価に加
え、近年新たに開発された物質薬事法 基 く規制(医薬品 製造 販売管理、有効性 安 性 確保)、

薬物乱用対策、献血の推進

3.食品の安全を確保する 食品安全部
食品の安全性確保、輸入食品の検疫ナノマテリアル対策、建設安全対策

4.労働者の安全と健康を守る 安全衛生部
ナノマテリアル対策、建設安全対策

、近年新 開発さ 物質
の毒性評価も行なわなければな
らず、未評価の化学物質をどの
ように扱うかが課題となっていま
す。

様々な背景を持つ
人々の大規模副作

用調査

厚生労働大臣の承認

医薬品の開発過程
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正しい，安
全な使用
正しい，安
全な使用

大学や研究機
関への援助

GMP
(医薬品等の品質管理基準)



製薬協、日薬連の
発表によると、

医薬品に直接接
触する容器被包
は人命や人の健
康に対するリスク
が大きいため、リ
サイクルの流れにサイクルの流れに
は乗せず、むしろ
適切な処理をする
ことに重点をおい
ているそうです。

司法
助けるか助けないか、の判断のみ

行政

助けるために使うのは国民の税金である

司法判断と行政判断は別物です。行政は税金

行政の限界

を運用する立場にあるので、全ての申請者を認
める事が出来ません。
このため、水俣病の問題は続いているのです。

問題 目標設定 解決方策

大気汚染 汚染量・濃度 政策

公害防止の仕組み

今回の研修では、国政という大きな視野で物事を見る意味を考
えさせられました

他省との連携も必要！

上図のように定められた目標を基に、

環境の視点からだけでなく経済からの視点
も通して政策を決定します。

えさせられました。

一方で、薬学という観点では、国政の中で薬学の位置が見いだ
せませんでした。その一因には環境問題における薬学の意味が
不明瞭である事があるでしょう。

けれど、薬学出身者の参加が少ないことは、まだ薬学の分野が
進出できる余地があることを示しているように思えます。環境意識
を持った薬学人になる事で、環境問題の解決の糸口になるので
はないでしょうか。


